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②

海
と
食
で
に
ぎ
わ
う
島
へ

海
と
食
で
に
ぎ
わ
う
島
へ

「
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン

「
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン  

i
n
i
n  

種
子
島
」
×
「
第
７
回
デ
カ
イ
カ
ハ
ン
タ
ー

種
子
島
」
×
「
第
７
回
デ
カ
イ
カ
ハ
ン
タ
ー  

i
n
i
n  

種
子
島
」

種
子
島
」

　

４
月

　

４
月
1818
日
・
日
・
1919
日
の
２
日
間
、
西
之
表
港
日
ポ
み
な
と
公
園
を
会
場
に
、

日
の
２
日
間
、
西
之
表
港
日
ポ
み
な
と
公
園
を
会
場
に
、  「
第
７
回
デ
カ
イ
カ
ハ
ン
タ
ー

「
第
７
回
デ
カ
イ
カ
ハ
ン
タ
ー  

i
n
i
n  

種
子
島
」

種
子
島
」  

と
「
キ
ッ
チ
ン

と
「
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン  

i
n
i
n  

種
子
島
」が
連
動
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。期
間
中
は
天
候
に
恵
ま
れ
な
い
時
間
帯
も
あ
り
ま
し
た
が
、

種
子
島
」が
連
動
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。期
間
中
は
天
候
に
恵
ま
れ
な
い
時
間
帯
も
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
う
種
子
島
な
ら
で
は
の
〝

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
う
種
子
島
な
ら
で
は
の
〝　　
食食　　
〟
と
〝

〟
と
〝　　
海海　　
〟
の
魅
力
を
体
感
す
る
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

〟
の
魅
力
を
体
感
す
る
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
第
７
回
デ
カ
イ
カ
ハ
ン
タ
ー

　
「
第
７
回
デ
カ
イ
カ
ハ
ン
タ
ー  

i
n
i
n  

種
子
島
」
に
は
島
内
外
か

種
子
島
」
に
は
島
内
外
か

ら
計
１
１
８
名
が
参
加
し
、
島
の

ら
計
１
１
８
名
が
参
加
し
、
島
の

豊
か
な
海
を
舞
台
に
熱
戦
が
繰
り

豊
か
な
海
を
舞
台
に
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
昼
の
部
で
は
、
３
．
４
０
８
㎏

　
昼
の
部
で
は
、
３
．
４
０
８
㎏

の
大
型
ア
オ
リ
イ
カ
を
釣
り
上
げ

の
大
型
ア
オ
リ
イ
カ
を
釣
り
上
げ

た
西
村
孝
太
郎
さ
ん
が
優
勝
。
夜

た
西
村
孝
太
郎
さ
ん
が
優
勝
。
夜

の
部
で
は
有
田
尚
平
さ
ん
が
優
勝

の
部
で
は
有
田
尚
平
さ
ん
が
優
勝

を
果
た
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
帯

を
果
た
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
帯

で
見
応
え
の
あ
る
結
果
と
な
り
ま

で
見
応
え
の
あ
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
検
量
時
に
は
歓
声
が
上
が

し
た
。
検
量
時
に
は
歓
声
が
上
が

り
、
参
加
者
同
士
の
交
流
も
生
ま

り
、
参
加
者
同
士
の
交
流
も
生
ま

れ
る
な
ど
、
大
き
な
盛
り
上
が
り

れ
る
な
ど
、
大
き
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し

を
見
せ
ま
し
た
。
た
。

　
今
後
も
こ
う
し
た
連
動
型
イ
ベ

　
今
後
も
こ
う
し
た
連
動
型
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
交
流
人
口
の
拡

ン
ト
を
通
じ
て
、
交
流
人
口
の
拡

大
と
地
域
活
性
化
が
期
待
さ
れ

大
と
地
域
活
性
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
海
と
食
が
織
り
な
す
種
子

ま
す
。
海
と
食
が
織
り
な
す
種
子

島
な
ら
で
は
の
魅
力
を
、
多
く
の

島
な
ら
で
は
の
魅
力
を
、
多
く
の

人
々
に
届
け
た
本
イ
ベ
ン
ト
。
今

人
々
に
届
け
た
本
イ
ベ
ン
ト
。
今

後
の
さ
ら
な
る
展
開
に
ご
期
待
く

後
の
さ
ら
な
る
展
開
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

　
「
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン

　
「
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン  

i
n
i
n  

種
子
島
」
に
は
６
台
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

種
子
島
」
に
は
６
台
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

出
店
。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
ピ
ザ
、
か
ら
あ
げ
、
ケ
バ
ブ
な
ど
多
彩
な
グ
ル
メ
が
提

出
店
。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
ピ
ザ
、
か
ら
あ
げ
、
ケ
バ
ブ
な
ど
多
彩
な
グ
ル
メ
が
提

供
さ
れ
、
会
場
は
終
日
活
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
西
之
表
市
飲
食
店
振

供
さ
れ
、
会
場
は
終
日
活
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
西
之
表
市
飲
食
店
振

興
会
ブ
ー
ス
も
出
店
し
、
地
域
の
食
の
魅
力
が
一
体
と
な
っ
て
来
場
者
を
迎
え
ま

興
会
ブ
ー
ス
も
出
店
し
、
地
域
の
食
の
魅
力
が
一
体
と
な
っ
て
来
場
者
を
迎
え
ま

し
た
。
来
場
者
は
思
い
思
い
の
食
事
を
楽
し
み
、
家
族
連
れ
を
中
心
に
笑
顔
が
広

し
た
。
来
場
者
は
思
い
思
い
の
食
事
を
楽
し
み
、
家
族
連
れ
を
中
心
に
笑
顔
が
広

が
り
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
は
、ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

が
り
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
は
、ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

が
並
び
、
天
候
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
な
い
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

が
並
び
、
天
候
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
な
い
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、

　
ま
た
、
1919
日
限
定
で
海
上
保
安
庁
に
よ
る
特
設
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
巡
視
船

日
限
定
で
海
上
保
安
庁
に
よ
る
特
設
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
巡
視
船

の
一
般
公
開
や
制
服
着
用
体
験
、

の
一
般
公
開
や
制
服
着
用
体
験
、
V
R
V
R
体
験
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
触

体
験
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
触

れ
る
機
会
の
少
な
い
海
上
保
安
業
務
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
機
会
と
な
り
、
子
ど

れ
る
機
会
の
少
な
い
海
上
保
安
業
務
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
機
会
と
な
り
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。
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③

　
４
月

　
４
月
2424
日
（
金
）、
浦
田
海
水
浴
場
の
開
設
式
と
海
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
（
金
）、
浦
田
海
水
浴
場
の
開
設
式
と
海
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
と
な
り
、
気
温
は

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
と
な
り
、
気
温
は
1919
度
台
と
海
水
浴
に
は
や
や

度
台
と
海
水
浴
に
は
や
や

肌
寒
か
っ
た
も
の
の
、
国
上
小
学
校
の
児
童
ら
が
元
気
に
初
泳
ぎ
を
披
露
し
ま

肌
寒
か
っ
た
も
の
の
、
国
上
小
学
校
の
児
童
ら
が
元
気
に
初
泳
ぎ
を
披
露
し
ま

し
た
。
児
童
ら
は
大
き
な
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
砂
浜
を
駆
け
抜
け
、
透
明
度
の

し
た
。
児
童
ら
は
大
き
な
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
砂
浜
を
駆
け
抜
け
、
透
明
度
の

高
い
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
色
の
海
へ
一
斉
に
飛
び
込
ん
で
ビ
ー
チ
を
大
い
に

高
い
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
色
の
海
へ
一
斉
に
飛
び
込
ん
で
ビ
ー
チ
を
大
い
に

沸
か
せ
、
種
子
島
に
夏
の
到
来
を
告
げ
ま
し
た
。

沸
か
せ
、
種
子
島
に
夏
の
到
来
を
告
げ
ま
し
た
。

　
児
童
か
ら
は
「
思
っ
た
よ
り
寒
く
な
か
っ
た
！
」「
波
に
乗
っ
て
泳
げ
て
楽

　
児
童
か
ら
は
「
思
っ
た
よ
り
寒
く
な
か
っ
た
！
」「
波
に
乗
っ
て
泳
げ
て
楽

し
か
っ
た
！
」
な
ど
と
、
初
泳
ぎ
を
楽
し
む
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

し
か
っ
た
！
」
な
ど
と
、
初
泳
ぎ
を
楽
し
む
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
浦
田
海
水
浴
場
は
併
設
の
キ
ャ
ン
プ
場
と
共
に
９
月
１
日
ま
で
開
設
さ
れ
、

　
浦
田
海
水
浴
場
は
併
設
の
キ
ャ
ン
プ
場
と
共
に
９
月
１
日
ま
で
開
設
さ
れ
、

種
子
島
の
夏
の
風
物
詩
の
一
つ
と
し
て
、
島
民
は
勿
論
の
こ
と
、
多
く
の
観
光

種
子
島
の
夏
の
風
物
詩
の
一
つ
と
し
て
、
島
民
は
勿
論
の
こ
と
、
多
く
の
観
光

客
で
賑
わ
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

客
で
賑
わ
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
４
月

　
４
月
1919
日
（
日
）、
柳
原
公
民
館
に
お
い
て
、
柳
原

日
（
日
）、
柳
原
公
民
館
に
お
い
て
、
柳
原

移
住
１
４
０
周
年
記
念
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

移
住
１
４
０
周
年
記
念
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
、
柳
原
地
域
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
記
念

　
地
元
、
柳
原
地
域
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
記
念

祭
を
行
っ
て
お
り
、
節
目
と
な
る
今
年
は
、
薩󠄀
摩
川

祭
を
行
っ
て
お
り
、
節
目
と
な
る
今
年
は
、
薩󠄀
摩
川

内
市
か
ら
田
中
良
二
市
長
や
下
園
政
喜
議
長
、
ゆ
か

内
市
か
ら
田
中
良
二
市
長
や
下
園
政
喜
議
長
、
ゆ
か

り
の
あ
る
甑
島
の
方
々
な
ど

り
の
あ
る
甑
島
の
方
々
な
ど
1414
名
の
出
席
が
あ
り
ま

名
の
出
席
が
あ
り
ま

し
た
。

し
た
。

　
田
中
市
長
は
、
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
未
来
に
向
け

　
田
中
市
長
は
、
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
未
来
に
向
け

た
交
流
と
発
展
を
と
も
に
持
続
さ
せ
て
い
き
た
い
」

た
交
流
と
発
展
を
と
も
に
持
続
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
移
住
１
４
０
周
年
の
節
目
を
機
に
、
地
域

　
ま
た
、
移
住
１
４
０
周
年
の
節
目
を
機
に
、
地
域

の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
種
子
島
中
学

の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
種
子
島
中
学

校
１
年
の
南
伊
織
さ
ん
に
よ
る
碑
文
朗
読
や
、
地
域

校
１
年
の
南
伊
織
さ
ん
に
よ
る
碑
文
朗
読
や
、
地
域

で
受
け
継
が
れ
て
き
た
踊
り
「
新
地
節
」
の
披
露
も

で
受
け
継
が
れ
て
き
た
踊
り
「
新
地
節
」
の
披
露
も

あ
り
、
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
祭
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
、
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
席
者
の
ひ
と
り
で
、
下
甑
町
手
打
地
区
代
表
並

　
出
席
者
の
ひ
と
り
で
、
下
甑
町
手
打
地
区
代
表
並

び
に
甑
島
の
ト
シ
ド
ン
保
存
会
の
迫
田
満
男
会
長
は

び
に
甑
島
の
ト
シ
ド
ン
保
存
会
の
迫
田
満
男
会
長
は

「
地
元
の
方
々
が
、
い
ま
だ
に
甑
村
を
思
う
気
持
ち
に

「
地
元
の
方
々
が
、
い
ま
だ
に
甑
村
を
思
う
気
持
ち
に

触
れ
て
、
物
凄
く
感
動
し
て
い
ま
す
。
同
じ
ル
ー
ツ

触
れ
て
、
物
凄
く
感
動
し
て
い
ま
す
。
同
じ
ル
ー
ツ

が
あ
る
の
で
、
交
流
を
図
っ
て
繋
げ
て
い
け
た
ら
と

が
あ
る
の
で
、
交
流
を
図
っ
て
繋
げ
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
柳
原
地
域
会
の
田
畑
光
秀
会
長
も
「
交
流
を
図
る

　
柳
原
地
域
会
の
田
畑
光
秀
会
長
も
「
交
流
を
図
る

こ
と
が
で
き
、
つ
な
が
り
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で

こ
と
が
で
き
、
つ
な
が
り
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
甑
島
と
柳

き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
甑
島
と
柳

原
の
移
住
を
縁
と
し
て
、
今
後
と
も
よ
り
良
い
関
係

原
の
移
住
を
縁
と
し
て
、
今
後
と
も
よ
り
良
い
関
係

が
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
述
べ
ら

が
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

れ
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、敬
老
会
も
開
催
さ
れ
、老
若
男
女
問
わ
ず
、

　
当
日
は
、敬
老
会
も
開
催
さ
れ
、老
若
男
女
問
わ
ず
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
地
域
の
つ
な
が
り
も
で
き
た
の

大
い
に
盛
り
上
が
り
地
域
の
つ
な
が
り
も
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

柳
原
移
住
１
４
０
周
年
記
念
祭

柳
原
移
住
１
４
０
周
年
記
念
祭

南伊織さん南伊織さん 薩摩川内市 田中市長薩摩川内市 田中市長

夏
到
来

夏
到
来
!!!!

　

浦
田
海
水
浴
場
開
設
式
・
海
開
き

　

浦
田
海
水
浴
場
開
設
式
・
海
開
き
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④

西
之
表
市
の
台
所
事
情

西
之
表
市
の
台
所
事
情

■
問
合
せ
先

　
市
役
所
財
産
監
理
課
財
政
係

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
９
／
２
８
３

　
西
之
表
市
で
は
、
5
月
1
日
付
け
で
、
令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
3
月
31
日
ま
で
の
「
西
之
表
市
財
政
事
情
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
・
県
の
補
助
金
等
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
地
方
自
治
法
の
規
定
に

基
づ
い
て
、
毎
年
5
月
と
11
月
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
の
最
終
予
算
見
込
額
（
３
月
補
正
予
算
後
、
繰

越
明
許
費
を
含
む
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
０
億
１
，
３
１
４
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
地
方
交
付
税
が
46
億
３
３
１
万
円
、
国
庫
支
出
金
が

48
億
２
，
６
４
７
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
55
．
５
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
財
源
の
多
く
を
占
め
る
市
税
は
、
20
億
８
，

６
８
１
万
円
で
12
．
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
再
編
交
付
金
事
業
基
金
へ
の
積
立
額
の
増
加
に
伴
う
総
務
費

が
、
42
億
５
５
０
万
円
と
な
り
全
体
の
24
．
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
主
な
普
通
建
設
事
業
と
し
て
は
、社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業（
市

道
安
城
平
松
線
外
３
路
線
）
１
億
５
千
万
円
、
農
道
整
備
事
業
１
億
円
、

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
２
億
３
千
万
円
、公
営
住
宅
等
整
備
事
業（
市

営
住
宅
整
備
事
業
）
８
億
３
千
万
円
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、財
政
状
況
を
測
定
す
る
３
つ
の
『
指
標
』
で
あ
る
財
政
力
指
数・

経
常
収
支
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
は
、
令
和
６
年
度
決
算
に
お
い
て
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。
事
業
や
経
常
経
費
の

見
直
し
を
行
い
、
市
民
の
視
点
を
基
本
と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
、
引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
を
進
め
ま
す
。

１　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
最
終
予
算
（
見
込
）
の
状
況

歳入歳出総額　170 億 1,314 万円　3 月補正予算後
【歳出】 【歳入】

国庫支出金国庫支出金
4,826,4754,826,475

28.4％28.4％

市債市債
925,800925,800

5.4％5.4％

地方交付税  地方交付税  
4,603,313 4,603,313 

27.1%27.1%

市税 市税 
2,086,813 2,086,813 

12.3%12.3%

繰入金 繰入金 
1,721,006 1,721,006 

10.1%10.1%

県支出金 
1,131,912  

6.7%

２　

令
和
７
年
度

　
　
　
　

市
税
の
内
訳

　

市
税
の
う
ち
，
一
番
大
き
な

比
重
を
占
め
る
も
の
は
市
民
税

の
11
億
１
０
６
万
５
千
円
で
，

次
に
大
き
い
も
の
は
固
定
資
産

税
の
７
億
６
，
７
２
２
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

区　分 決算見込額
市 民 税 1,101,065
固 定 資 産 税 767,224
市 た ば こ 税 215,503
軽 自 動 車 税 81,864
都 市 計 画 税 24,372

合　計 2,190,028

【単位：千円】

【単位：千円】 【単位：千円】

民生費民生費
 3,927,788  3,927,788 

23.1%23.1%

総務費総務費
4,205,498 4,205,498 

24.7%24.7%

農林水産業費農林水産業費
1,552,3631,552,363

 9.1% 9.1%

土木費 土木費 
1,581,516 1,581,516 

9.3%9.3%

衛生費 
1,249,817

7.3%

教育費 教育費 
2,077,8652,077,865

12.2%12.2%

その他 その他 
1,337,5231,337,523

7.9%7.9%公債費公債費
1,080,775 1,080,775 

6.4%6.4%

その他 その他 
1,717,826 1,717,826 

10.0%10.0%

市政の窓 2026. ６月号
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３　

市
民
一
人
当
た
り
の
公
債
費
償
還
負
担
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
令
和
８
年
３
月
31
日
現
在
）

　
地
方
財
政
状
況
調
査
の
決
算

収
支
を
も
と
に
、
年
度
末
の
人

口
で
除
し
て
い
ま
す
。
７
年
度

は
３
月
補
正
予
算
後
の
予
算
額

で
積
算
し
て
い
ま
す
。 

　
公
債
費
は
、
借
入
金
の
返
済

額
の
こ
と
で
す
。
令
和
７
年
度

は
、
10
億
８
，
０
７
７
万
円
、

市
民
１
人
当
た
り
の
負
担
額
は

７
９
，
６
６
８
円
と
な
り
ま

し
た
。
令
和
７
年
度
末
の
地
方

債
（
借
入
金
）
残
高
見
込
額
は

75
億
１
，
２
６
３
万
円
に
な
る

予
定
で
す
。

４　

市
民
一
人
当
た
り
の
歳
出
額
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
負
担
額
年
度
別
比
較

 【単位：円】

年度 市民 1 人に
使われるお金

市民１人当たり
が納める税金

令和４年度 865,641 103,932
令和５年度 988,038 132,490
令和６年度 1,046,082 133,510
令和７年度 1,254,102 161,435

　
市
民
１
人
に
使
わ
れ
る
お
金

と
納
め
る
税
金
は
、
当
該
年
度

の
地
方
財
政
状
況
調
査
の
決
算

収
支
を
も
と
に
、
年
度
末
の
人

口
で
除
し
て
い
ま
す
。 

　

市
民
１
人
に
使
わ
れ
る
お

金
は
、
昨
年
度
に
比
べ
約

20
万
８
千
円
の
増
（
約
19
．

９
％
増
）、
納
め
る
税
金
は
約

２
万
８
千
円
の
増（
約
20
．
９
％

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※なお、令和７年度は、３月追加補正予算後の
予算額に対しての積算見込みです。

【単位：千円、％】

区 分 令和 7 年度予算見込額
予算額 歳入執行額 執行率 歳出執行額 執行率

一 般 会 計 17,013,145 13,399,,490 78.8 13,341,474 78.4

特別会計

国 民 健 康 保 険 2,182,212 2,003,662 91.8 1,999,183 91.6
交 通 災 害 共 済 事 業 2,194 2,091 95.3 901 41.1
地 方 卸 売 市 場 2,784 2,790 100.2 2,654 95.3
介 護 保 険 2,304,793 2,220,712 96.4 2,029,099 88.0
後期高齢者医療保険 360,202 340,694 94.6 331,995 92.2

計 4,852,185 4,569,949 94.2 4,363,832 89.9
合 計 21,865,330 17,969,439 82.2 17,705,306 81.0

※予算額（３月補正後）及び歳入歳出の執行については、繰越明許費を含んでいます。

５　

各
会
計
別
予
算
の

　
　

最
終
予
算
見
込
の
状
況

◎
西
之
表
市
の
財
政
状
況

　
財
政
状
況
を
測
定
す
る
３
つ
の
指
標
に
つ
い
て
下

表
を
見
て
み
る
と
、財
政
力
指
数
は
、類
似
団
体
（
人

口
、
産
業
構
造
が
類
似
し
た
団
体
）
の
平
均
値
と
比

べ
差
が
あ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
財
政
力
指
数
が
高
い
ほ
ど
自
主
財
源
の
割
合
が

高
く
、
１
．
０
に
近
い
ほ
ど
財
政
力
が
強
い
団
体
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
経
常
収
支
比
率
は
、
類
似
団
体
平
均
値
を
下
回
っ

て
い
ま
す
が
、
経
常
経
費
充
当
一
般
財
源
の
増
と
、

経
常
一
般
財
源
等
収
入
で
あ
る
地
方
税
及
び
臨
時
財

政
対
策
債
の
減
に
よ
り
、
昨
年
度
よ
り
５
．
０
ポ
イ

ン
ト
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
経
常
収
支
比
率
は
、
財
政
の
硬
直
化
を
示
す
指
標

で
、
一
般
的
に
財
政
の
余
力
を
測
る
こ
と
が
で
き
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
類
似
団
体
の
平
均
値
と
同

値
と
な
っ
て
お
り
、
近
年
行
っ
た
大
型
普
通
建
設
事

業
に
よ
る
影
響
に
よ
る
も
の
で
す
。
実
質
公
債
費
比

率
は
、
地
方
団
体
の
収
入
に
対
す
る
負
債
返
済
の
割

合
を
示
す
も
の
で
、
18
％
以
上
だ
と
、
新
た
な
借

金
を
す
る
た
め
に
国
や
県
の
許
可
が
必
要
と
な
り
、

25
％
以
上
だ
と
借
金
を
制
限
さ
れ
ま
す
。

　
市
の
借
金
で
あ
る
地
方
債
残
高
は
、
借
入
の
抑
制

と
こ
れ
ま
で
の
繰
上
返
済
に
よ
り
平
成
13
年
度
の
約

１
７
５
億
円
を
ピ
ー
ク
に
毎
年
減
少
し
、
令
和
７
年

度
末
に
は
、
約
75
億
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　
今
後
も
な
お
一
層
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

区 分 令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度 類似団体内平均値

①財政力指数 0.27 0.27 0.27 0.29 0.38
②経常収支比率（%） 86.9 91.6 84.5 89.5 93.3
③実質公債費比率（%） 9.7 9.4 9.0 8.9 8.9

【西之表市の財政状況指標】

※歳入歳出執行額は、令和８年 4 月 15 日現在です。

市役所の財政状況を測定する３つの『指標』市役所の財政状況を測定する３つの『指標』
①財政基盤の強さを表す『財政力指数』
②財政の柔軟性をみる『経常収支比率』
③財政負担の程度を示す『実質公債費比率』

⑤ 市政の窓2026. ６月号
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校区行政連絡員
校区 氏 名 校区 氏 名
榕 城 山 下  修 現 和 園 田  望
上 西 塩 﨑  義 政 安 城 入 鹿 山  君 徳
下 西 神 村  弘 二 立 山 和 田  正 俊
国 上 芝  和 彦 中 割 横 山  武 志
伊 関 横 村  圭 古 田 窪 田  良 二
安 納 鎌 田  忠 靖 住 吉 鮫 島  斉

令和８年度校区行政連絡員・行政連絡員名簿（敬称略）

行政連絡員
校区 集　落 氏 名 校区 集　落 氏 名 校区 集　落 氏 名

榕城
（26）

西 町 濱 田 　 雅 昭

下西
（ 7 ）

川 迎 大 瀬 　 浩 一 郎

安城
（ 6 ）

平 山 川 畑 　 節 男
東 町 内 田 　 節 生 池 野 髙 橋 　 栄 一 平 園 入 鹿 山 　 君 徳
洲 之 崎 中 島 　 明 信 塰 泊 平 田 　 和 之 上 之 町 榎 元 　 清 志
池 田 徳 浦 　 俊 治 上 石 寺 石 原 　 達 下 之 町 鮫 島 　 鉄 一
天 神 町 河 野 　 智 英 下 石 寺 鏑 木 　 博 川 脇 古 田 　 嗣 男
田 屋 敷 羽 生 　 純 二 鞍 勇 南 　 年 弘 大 野 福 嶋 　 豊 秀
鴨 女 町 今 鞍 　 隆 志 若 宮 池 浪 　 周 二

立山
（ 5 ）

芦 野 青 山 　 洋 信
野 首 田 添 　 敦 行

国上
（ 9 ）

桜 園 内 田 　 良 一 御 牧 宮 野 　 幸 二
松 畠 小 山 田 　 米 也 白 石 森 　 俊 幸 立 山 武 田 　 芳 秀
中 西 濱 松 　 満 広 野 木 平 毛 井 　 正 俊 野 木 宮 田 　 和 己
中 目 河 本 　 文 男 中 目 倉 元 　 昭 彦 植 松 馬 場 　 た づ 子
小 牧 木 原 　 博 文 奥 春 山 　 和 敏

中割
（ 4 ）

千 段 峯 横 山 　 武 志
納 曽 長 野 　 次 男 久 保 田 馬 場 　 功 美 生 姜 山 田 仲 　 レ イ 子
中 野 大 山 　 伸 一 郎 浦 田 伊 東 　 鉄 志 十 六 番 萩 原 　 勇 二

城 内 田 　 春 美 湊 荒 河 　 英 和 万 波 村 山 　 千 代 子
小 牧 野 鮫 島 　 栄 次 寺 之 門 日 高 　 靖 憲

古田
（ 7 ）

十 三 番 田 上 　 実 雄
竹 鶴 迫 田 　 伸 一

伊関
（ 4 ）

柳 原 田 畑 　 光 秀 二 本 松 山 下 　 か お り
今 年 川 山 下 　 貴 文 浜 脇 杉 　 直 茂 村 之 町 濱 添 　 大 吾
桃 園 江 口 　 洋 文 伊 関 長 野 　 和 秋 中 之 町 上 別 縄 　 誠
岳 之 田 谷 　 健 一 沖 ケ 浜 田 沖 田 　 健 一 上 之 町 鎌 田 　 政 一
平 田 坂 元 　 道 明

安納
（ 4 ）

軍 場 山 田 　 純 次 番 屋 峯 射 場 　 貴 大
牧 之 峯 山 下 　 修 大 平 日 髙 　 達 也 平 松 岩 下 　 真 由 美
本 立 元 木 　 光 浩 峯 柿 山 　 一 徳

住吉
（ 8 ）

深 川 上 妻 　 文 和
上 之 原 町 串 間 　 靜 夫 下 郷 中 園 　 幸 利 里 之 町 深 田 　 光 男
美 浜 町 西 　 統 一

現和
（ 9 ）

庄 司 浦 折 口 　 健 喜 中 之 町 平 山 　 拓
朝 日 が 丘 中 野 　 邦 見 田 之 脇 濱 元 　 丈 二 浜 之 町 押 川 　 優 幸

上西
（ 6 ）

池 之 久 保 松 元 　 秀 樹 浅 川 長 田 　 一 夫 形 之 山 平 野 　 健 太
枦 之 峯 長 野 　 健 太 郎 上 之 町 榎 本 　 博 上 能 野 濱 尾 　 良 八
横 山 横 山 　 司 下 之 町 鮫 島 　 寛 大 下 能 野 牧 元 　 多 栄 子
大 花 里 宮 薗 　 正 人 武 部 西 川 　 仁 能 野 里 上 畑 　 照 夫
花 里 崎 秋 山 　 一 弘 西 俣 園 田 　 博 己
大 崎 大 﨑 　 時 和 川 氏 中 道 　 健 一

近 政 唐 鎌 　 康 守
　本市には、小学校区単位で 12 の校区があり、その長である区長は、住民と行政とのパイプ役として行政
の意向を地域住民に、住民の意向を行政に伝えるといった両者間の調整を図っています。
　また、その校区の中に 95 の自治会（集落）があり、その長である会長は、自治会（集落）をまとめる責
任者・対外的な会の意思を伝える代表者としての役割があります。その他、生活安全や環境美化のための活
動、交流・親睦のためのイベントなど、自治会単位で行う事業や行事を実施するとともに、住民の意見を代
表して行政に反映したり、暮らしやすいまちづくりのために活動しています。自治会（集落）は、地域にお
ける最も基本となる住民自治組織ですので、お住いの地域での参加をぜひお願いします。
　自治会加入など、校区長・自治会長の連絡先が必要な場合には、地域支援課コミュニティ推進係までご連
絡ください。

■問合せ先　市役所地域支援課コミュニティ推進係　☎ 22‐1111 内線 215
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 22‐1144（直通）

　４月 23 日（木）、市民会館において「令和８年度行
政連絡員総会」を開催しました。校区行政連絡員・行政
連絡員への委嘱状交付、永年勤続表彰のあと、各課から
令和８年度の業務説明等を行いました。

【永年勤続表彰】(10 年以上連絡員として勤続された方）
行政連絡員

・濱田　雅昭（西町）　　  　・今鞍　隆志（鴨女町）
・西　統一（美浜町）  　　　・山下　かおり（二本松）
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市政出前講座のご案内市政出前講座のご案内
　市民の皆様の集まる場所に出向き、市の施策や行政の取組みについて講話を行う出前講座を開催します。

【講座テーマ】下表のとおり、1 日 2 テーマ（1 テーマ 30 分から 90 分程度）まで
【対象者】原則として市内に在住、在勤、在学している概ね 10 人以上で構成された団体 ･ グループの方
【時間】9 時～ 21 時 ( 日時の決定は担当課と要相談 )
【申込方法】事前に受講するテーマの担当課に相談の上、開催しようとする日の 14 日前
までに申込書を地域支援課に提出してください。

1. 市政のしくみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は所要時間…分
NoNo. テーマテーマ 担当課担当課 No.No. テーマテーマ 担当課担当課
11 市議会のしくみ（30 ～ 60）市議会のしくみ（30 ～ 60） 議会事務局議会事務局 66 条例・規則について（30）条例・規則について（30） 総務課総務課

22 行財政改革の取組み（30）行財政改革の取組み（30） 企画課企画課 ７７ 情報公開制度と個人情報保護制度情報公開制度と個人情報保護制度
について（40）について（40） 総務課総務課

33 予算の仕組みと財政の状況（60）予算の仕組みと財政の状況（60） 財産監理課財産監理課 88 市税の種類としくみ（60）市税の種類としくみ（60） 税務課税務課

44 市のまちづくりの取組みについて市のまちづくりの取組みについて
（40）（40） 企画課企画課 ９９ 監査のしくみ（30）監査のしくみ（30） 監査委員事務局監査委員事務局

55 各種助成制度について（30）各種助成制度について（30） 各担当課各担当課 1010 選挙のしくみ（30）選挙のしくみ（30） 選挙管理委員会選挙管理委員会

■申込・問合せ先　市役所地域支援課協働推進係
　　　　　　　　　　　☎ 22‐1111 内線 214

※申込書は、地域支援課備付および市ホームページに掲載。

2. プロジェクト
11 移住・定住促進の取組（30）移住・定住促進の取組（30） 地域支援課地域支援課 33 プラチナ社会（30）プラチナ社会（30） 経済観光課経済観光課

22 港町再生（30）港町再生（30） 経済観光課経済観光課 44 再生可能エネルギーに関する取組再生可能エネルギーに関する取組
みについて（30）みについて（30） 企画課企画課

3. 環境

11 市の環境施策とごみの減量について市の環境施策とごみの減量について
（40）（40） 市民生活課市民生活課

4. 農業

11 認定農業者制度のしくみと申請手認定農業者制度のしくみと申請手
続について（30）続について（30） 農林水産課農林水産課 33 多面的機能支払い交付金制度につ多面的機能支払い交付金制度につ

いて（30）いて（30） 農林水産課農林水産課

22 シカ被害の対策について（40）シカ被害の対策について（40） 農林水産課農林水産課
5. 保健・福祉
11 障がい者福祉を知ろう（30）障がい者福祉を知ろう（30） 福祉事務所福祉事務所 66 健康講座（60 ～ 90）健康講座（60 ～ 90） 健康保険課健康保険課
22 医療費助成制度について（30）医療費助成制度について（30） 福祉事務所福祉事務所 77 介護予防について（40）介護予防について（40） 高齢者支援課高齢者支援課
33 子育て支援について（30）子育て支援について（30） 福祉事務所福祉事務所 88 国民年金制度のあらまし（60）国民年金制度のあらまし（60） 健康保険課健康保険課
44 介護保険制度について（30）介護保険制度について（30） 高齢者支援課高齢者支援課 99 発達支援講座（60）発達支援講座（60） 福祉事務所福祉事務所
55 国民健康保険制度のしくみ（30）国民健康保険制度のしくみ（30） 健康保険課健康保険課

6. 文化・歴史・スポーツ

11 地域の歴史資源、文化財を知ろう地域の歴史資源、文化財を知ろう
（30 ～ 60）（30 ～ 60） 歴史文化課歴史文化課 22 市のスポーツ振興「誰でも気軽に市のスポーツ振興「誰でも気軽に

できるスポーツ活動」（60）できるスポーツ活動」（60） 社会教育課社会教育課

7. くらしと安全
11 男女共同参画社会づくり（30）男女共同参画社会づくり（30） 地域支援課地域支援課 66 公共交通のしくみ（30）公共交通のしくみ（30） 企画課企画課
22 消費生活相談について（30）消費生活相談について（30） 福祉事務所福祉事務所 77 今後の地域維持について (60)今後の地域維持について (60) 地域支援課地域支援課
33 交通安全（50）交通安全（50） 市民生活課市民生活課 88 空き家バンク制度について (30 ～ 60)空き家バンク制度について (30 ～ 60) 地域支援課地域支援課
44 水道（30）水道（30） 水道課水道課 99 ゲートキーパー養成講座 (60)ゲートキーパー養成講座 (60) 福祉事務所福祉事務所
55 防災について（30 ～ 50）防災について（30 ～ 50） 総務課総務課

8. 教育

11 児童生徒の学力向上（30 ～ 60）児童生徒の学力向上（30 ～ 60） 学校教育課学校教育課 33 社会教育の推進について（30 ～社会教育の推進について（30 ～
60）60） 社会教育課社会教育課

22 いじめ問題（30 ～ 60）いじめ問題（30 ～ 60） 学校教育課学校教育課

▲ HP はこちら▲ HP はこちら
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梅
雨
・
台
風
の
季
節
、

梅
雨
・
台
風
の
季
節
、

災
害
へ
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す

災
害
へ
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
年
も
梅
雨
・
台
風
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
災

害
へ
の
対
策
に
十
分
な
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
避
難
場
所
・
危
険
箇
所
の
確
認
》

　

お
住
ま
い
の
場
所
が
、
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所
で

な
い
か
確
認
し
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
家
族
で

話
し
合
い
、決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
防
災
マ
ッ
プ
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
所
が
過
密
状
態
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
親
戚
や
友
人
の

家
な
ど
へ
の
避
難
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

《
自
宅
や
勤
務
先
の
確
認
》

　

自
宅
や
勤
務
先
で
、
建
物
や
周
辺
に
危
険
な
場
所

が
な
い
か
確
認
し
、
早
め
に
修
理
や
補
強
を
済
ま
せ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
災
害
に
備
え
て
土
の
う

な
ど
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
側
溝
や
雨
ど
い
な
ど
の
点
検
》

　

側
溝
や
雨
ど
い
な
ど
に
詰
ま
り
が
あ
る
と
、
少
し

の
水
で
も
溢
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
こ
ま
め
な
掃

除
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
非
常
用
持
出
品
・
衛
生
用
品
の
準
備
》

　
電
灯
・
ラ
ジ
オ
・
食
料
な
ど
の
非
常
用
持
出
品
お
よ

び
衛
生
用
品
の
準
備
と
、
非
常
時
の
連
絡
手
段
に
な
る

携
帯
電
話
の
充
電
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
停
電
対
策
》

　

落
雷
や
断
線
に
よ
り
、
停
電
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
電
灯
・
ラ
ジ
オ
な
ど
に
使
う
乾
電
池
や

調
理
用
の
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
非
常
食
な
ど
の
準
備

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
避
難
の
際
は
要
配
慮
者
を
支
え
て
》

　
避
難
指
示
等
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
火
の
始
末
と
戸

締
り
を
し
、
落
ち
着
い
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
病
人

や
乳
幼
児
、
高
齢
者
な
ど
が
い
る
場
合
に
は
、
自
主
的
に

早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

《
避
難
行
動
》

　
避
難
の
際
は
、
な
る
べ
く
運
動
靴
や
丈
夫
な
服
装
を
着

用
し
、
切
れ
た
電
線
や
側
溝
な
ど
に
注
意
し
て
行
動
し
ま

し
ょ
う
。

《
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
》

　
屋
外
の
拡
声
ス
ピ
ー
カ
ー
や
、
屋
内
の
防
災
ラ
ジ
オ
に

て
、
警
報
発
令
な
ど
の
気
象
情
報
の
お
知
ら
せ
を
行
い
ま

す
。
防
災
上
重
要
な
放
送
の
場
合
、「
緊
急
放
送
」
を
行

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
停
電
に
備
え
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
乾

電
池
が
切
れ
て
い
な
い
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

【市内緊急避難場所】
避　難　場　所

①市民会館（榕城中目） ⑥下西校区公民館（川迎） ⑪安城下之町公民館（安城下之町）

②市民体育館（鴨女町） ⑦国上中央公民館（国上中目） ⑫立山公民館（立山）

③老人福祉センター（松畠） ⑧伊関小学校体育館（伊関） ⑬古田中央公民館（村之町）

④保健センターすこやか（榕城中目）⑨安納校区会議所（大平） ⑭こうのみね館（生姜山）

⑤上西区長事務所（大花里） ⑩現和区長事務所（現和下之町）⑮住吉中央公民館（住吉中之町）

■問合せ先　市役所総務課防災消防係　☎ 22‐1111 内線 205・206

《
防
災
ラ
ジ
オ
の
故
障
か
な
？
》

　
雷
等
の
影
響
に
よ
り
、「
放
送
が
流
れ
な
く
な

る
」「
英
語
の
よ
う
な
言
葉
が
流
れ
る
」
と
い
う

よ
う
な
症
状
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
時
は
《
リ
セ
ッ
ト
》
を
行
う
こ

と
で
、
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

手
順
：
①
コ
ン
セ
ン
ト
を
電
源
か
ら
抜
く
。

②
電
池
を
外
す
。
③
逆
の
手
順
で
元
に
戻
す
。

　
そ
れ
で
も
、
症
状
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、

無
償
で
交
換
し
ま
す
の
で
、
総
務
課
防
災
消
防

係
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▲防災マップ▲防災マップ
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⑩

試験区分試験区分 受　験　資　格受　験　資　格

一般行政職一般行政職 　　昭和 61 年 4 月 2 日以降昭和 61 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）に生まれた者で、学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）
以上の学歴を有する者または令和９年３月までに卒業見込みの者以上の学歴を有する者または令和９年３月までに卒業見込みの者

土木技術職土木技術職

　　昭和 56 年 4 月 2 日以降昭和 56 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、次のいずれかの要件を満たす者に生まれた者で、次のいずれかの要件を満たす者
①学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）以上の学校で土木の学科を履修し卒業した者①学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）以上の学校で土木の学科を履修し卒業した者
または令和９年３月までに卒業見込みの者または令和９年３月までに卒業見込みの者
②１級または２級土木施工管理技士の資格を有する者または令和９年３月までに取得見込みの者②１級または２級土木施工管理技士の資格を有する者または令和９年３月までに取得見込みの者

建築技術職建築技術職

　昭和 46 年 4 月 2 日以降　昭和 46 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、次のいずれかの要件を満たす者に生まれた者で、次のいずれかの要件を満たす者
①学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）以上の学校で建築の学科を履修し卒業した者①学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）以上の学校で建築の学科を履修し卒業した者
または令和９年３月までに卒業見込みの者または令和９年３月までに卒業見込みの者
②１級または２級建築士の資格を有する者または令和９年３月までに取得見込みの者②１級または２級建築士の資格を有する者または令和９年３月までに取得見込みの者

保健師保健師 　昭和 56 年 4 月 2 日以降　昭和 56 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、保健師の資格を有する者または令和９年３月までにに生まれた者で、保健師の資格を有する者または令和９年３月までに
取得見込みの者取得見込みの者

「人・自然・文化－島の宝をいかすまち」　「人・自然・文化－島の宝をいかすまち」　
　 あなたの熱い想いで、共に創りませんか。　 あなたの熱い想いで、共に創りませんか。
　本市では、令和８年度職員採用試験を次のとおり実施します。本市では、令和８年度職員採用試験を次のとおり実施します。
　詳細については、市ホームページで試験案内を必ずご確認の上、　詳細については、市ホームページで試験案内を必ずご確認の上、
申込書等を市総務課まで郵送してください。申込書等を市総務課まで郵送してください。 西之表市　採用試験 ▲詳しくはＨＰを▲詳しくはＨＰを

ご確認くださいご確認ください

一般試験《一般行政職・土木技術職・建築技術職・保健師》一般試験《一般行政職・土木技術職・建築技術職・保健師》

随時募集随時募集
《土木技術職・建築技術職・保健師・一般行政職（社会福祉士・介護支援専門員）》《土木技術職・建築技術職・保健師・一般行政職（社会福祉士・介護支援専門員）》

試験区分試験区分 受　験　資　格受　験　資　格

土木技術職土木技術職 　　昭和 56 年 4 月 2 日以降昭和 56 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）以上に生まれた者で、学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）以上
の学校で土木の学科を履修し卒業した者または１級または２級土木施工管理技士の資格を有する者の学校で土木の学科を履修し卒業した者または１級または２級土木施工管理技士の資格を有する者

建築技術職建築技術職 　　昭和 46 年 4 月 2 日以降昭和 46 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）以上に生まれた者で、学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）以上
の学校で建築の学科を履修し卒業した者または１級または２級建築士の資格を有する者の学校で建築の学科を履修し卒業した者または１級または２級建築士の資格を有する者

保健師保健師 　　昭和 56 年 4 月 2 日以降昭和 56 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、保健師の資格を有する者に生まれた者で、保健師の資格を有する者
一般行政職一般行政職

（社会福祉士）（社会福祉士） 　　昭和 61 年 4 月 2 日以降昭和 61 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、社会福祉士の資格を有する者に生まれた者で、社会福祉士の資格を有する者

一般行政職一般行政職
（介護支援専門員）（介護支援専門員） 　　昭和 61 年 4 月 2 日以降昭和 61 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、介護支援専門員の資格を有する者に生まれた者で、介護支援専門員の資格を有する者

職務経験者職務経験者
求ム ‼求ム ‼

本市では、本市では、職務経験者（直近 10 年間で通算 3 年以上）職務経験者（直近 10 年間で通算 3 年以上）の募集を随時行っています。の募集を随時行っています。

令和８年度 西之表市職員採用試験令和８年度 西之表市職員採用試験

【【採用時期】令和８年 10 月１日から令和９年１月１日までの間、もしくは令和９年４月１日採用時期】令和８年 10 月１日から令和９年１月１日までの間、もしくは令和９年４月１日
※採用時期によって申込用紙が異なりますので、ご注意ください。※採用時期によって申込用紙が異なりますので、ご注意ください。

【試験日および内容】・7 月 19 日（日）　・職務能力試験、適性検査、面接試験（個別面接）【試験日および内容】・7 月 19 日（日）　・職務能力試験、適性検査、面接試験（個別面接）
【試験場所】　西之表市役所会議室【試験場所】　西之表市役所会議室
【申込受付期間】６月 15 日（月）～７月１日（水）　　※７月１日消印有効【申込受付期間】６月 15 日（月）～７月１日（水）　　※７月１日消印有効
【提出書類】【提出書類】受験申込書兼受験票、エントリーシート受験申込書兼受験票、エントリーシート
※自筆記入、写真貼付（２か所）※自筆記入、写真貼付（２か所）
※申込方法・その他詳細については、市ホームページを必ずご確認ください。※申込方法・その他詳細については、市ホームページを必ずご確認ください。

【試験日】書類選考通過者に応じ随時実施【試験日】書類選考通過者に応じ随時実施
【試験内容】適性検査、面接試験（個別面接）【試験内容】適性検査、面接試験（個別面接）
【試験場所】西之表市役所会議室　※定数に達し次第、募集を締め切ります。【試験場所】西之表市役所会議室　※定数に達し次第、募集を締め切ります。
■■申込・問合せ先　〒 891‐3193　西之表市西之表 7612 番地　西之表市役所総務課人事係申込・問合せ先　〒 891‐3193　西之表市西之表 7612 番地　西之表市役所総務課人事係
　　　　　　　　　☎（0997）22‐1111 内線 204　　　　　　　　　☎（0997）22‐1111 内線 204　　 　　 jinji@city.nishinoomote.lg.jpjinji@city.nishinoomote.lg.jp

職務経験者職務経験者

多数活躍中です ‼
多数活躍中です ‼

ぜひ、お問い合わせください ‼

ぜひ、お問い合わせください ‼
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　保健センターすこやかで集団健診（特定健診・がん検診）
を実施します。集落単位で受付時間を設定いたしますので、
ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。

特定健診・がん検診　5/31（日）～ 6/4（木）特定健診・がん検診　5/31（日）～ 6/4（木）

■問合せ先　■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐1111（内線 312）市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐1111（内線 312）
　　　　　　保健センターすこやか　☎ 24‐3233　　　　　　保健センターすこやか　☎ 24‐3233

受付時間受付時間 5/31（日）5/31（日） 6/1（月）6/1（月） 6/2（火）6/2（火） 6/3（水）6/3（水） 6/4（木）6/4（木）
7：307：30

～～

7：507：50
安納校区安納校区 下西校区下西校区

（塰泊）（塰泊） 古田校区古田校区 国上校区国上校区
（野木平）（野木平）

上西校区上西校区
（大花里・花里崎・大崎）（大花里・花里崎・大崎）

8：008：00

～～

8：208：20
安城校区安城校区 下西校区下西校区

（上石寺）（上石寺）
現和校区現和校区

（西俣・近政）（西俣・近政）
国上校区国上校区

（久保田・桜園・白石）（久保田・桜園・白石）
上西校区上西校区

（池之久保・横山・枦之峯）（池之久保・横山・枦之峯）

88：：3030

～～

88：：5050

住吉校区住吉校区
（里之町・中之町・（里之町・中之町・

浜之町・形之山）浜之町・形之山）

下西校区下西校区
（川迎）（川迎）

現和校区現和校区
（庄司浦・田之脇）（庄司浦・田之脇）

国上校区国上校区
（奥・寺之門）（奥・寺之門）

中割校区中割校区
立山校区立山校区

9：009：00

～～

9：209：20
住吉校区住吉校区

（上能野・下能野）（上能野・下能野）
下西校区下西校区

（若宮・下石寺・鞍勇）（若宮・下石寺・鞍勇）

現和校区現和校区
（浅川・上之町・（浅川・上之町・

下之町・川氏）下之町・川氏）

国上校区国上校区
（浦田・湊）（浦田・湊）

伊関校区伊関校区
（沖ヶ浜田）（沖ヶ浜田）

9：309：30

～～

9：509：50
住吉校区住吉校区

（深川・能野里）（深川・能野里）
下西校区下西校区
（池野）（池野）

現和校区現和校区
（武部）（武部）

国上校区国上校区
（中目）（中目）

伊関校区伊関校区
（柳原・浜脇・伊関）（柳原・浜脇・伊関）

10：0010：00

～～

10：2010：20

日程変更日程変更
事前申込者事前申込者

（榕城校区）（榕城校区）

日程変更日程変更
希望者希望者

日程変更日程変更
希望者希望者

日程変更日程変更
希望者希望者

日程変更日程変更
希望者希望者

※上記以外での受診も可能ですが、設定した地域の方を優先してご案内いたします。ご了承ください。
◎榕城校区の皆様は 7 月 16 日（木）～ 19 日（日）の日程でご案内予定です。

高齢者おでかけ券交付事業を実施しています高齢者おでかけ券交付事業を実施しています
　市では、歩くことが困難になってきた方や、運　市では、歩くことが困難になってきた方や、運
転免許を返納した高齢者等の移動手段を確保する転免許を返納した高齢者等の移動手段を確保する
ために、また社会参加や外出を積極的に行ってもために、また社会参加や外出を積極的に行っても
らうことで、要支援や要介護状態になることを予らうことで、要支援や要介護状態になることを予
防するために、「おでかけ券」を交付しています。防するために、「おでかけ券」を交付しています。
・おでかけ券は・おでかけ券は温泉入浴料とタクシー運賃のみ温泉入浴料とタクシー運賃のみ
  にご利用いただけます。  にご利用いただけます。
・対象者は本市に住所を有する・対象者は本市に住所を有する 75 歳以上の方（昭75 歳以上の方（昭
  和 26 年 4 月 1 日までに生まれた方が対象）  和 26 年 4 月 1 日までに生まれた方が対象）
  ※移動支援と介護予防を目的としているため、施  ※移動支援と介護予防を目的としているため、施
     設入所者等は対象になりません。     設入所者等は対象になりません。
・身分証明書等（生年月日が確認できるもの）をご・身分証明書等（生年月日が確認できるもの）をご
  持参のうえ、市役所高齢者支援課までお越しくだ  持参のうえ、市役所高齢者支援課までお越しくだ
  さい。また、代理申請もできますので、詳細は高  さい。また、代理申請もできますので、詳細は高
  齢者支援係までお問い合わせください。  齢者支援係までお問い合わせください。
・この事業の実施に伴い「いきいき遊湯クラブ推進・この事業の実施に伴い「いきいき遊湯クラブ推進
  事業（入浴料の補助事業）」は廃止しましたので、  事業（入浴料の補助事業）」は廃止しましたので、
  ご了承ください。  ご了承ください。
■問合せ先　市役所高齢者支援課高齢者支援係　☎ 22‐1111 内線 330

⑫市政の窓 2026. ６月号



【材料】（４人分）
　玉 ね ぎ…中２本（300g）
　人 参…中２本（300g）
　ひ き 肉…300g
　ニ ガ ダ ケ…300g
　ロ ー リ エ…１枚
　 油 …大さじ１
　に ん に く…１かけ
　カレールウ…４人分

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

【作り方】
　①　ニガダケは湯がいて薄切りにする（新鮮なものはそのままで良い）。
　②　玉ねぎは薄切り、人参はやや大きめのみじん切りにする。
　③　鍋に油を入れ、刻んだにんにくを入れて焦げないように炒め、玉ねぎを加える。
　④　玉ねぎがしんなりしたら、ひき肉、人参を入れて炒め、材料がひたひたになるくらいの水
　　（約４カップ）を入れて煮込み、ニガダケ、ローリエ（なくても良い）を入れる。
　⑤　カレールウを入れる前にローリエを取り出し味を調える。

「ニガダケとひき肉のカレー」「ニガダケとひき肉のカレー」
第 229 弾第 229 弾

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233
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独
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ポ
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▲ウミちゃん、ジェロニム大使と
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■問合せ先　市役所地域支援課コミュニティ推進係　　☎ 22‐1111 内線 215

受賞作品は、右の QR コード
よりぜひご覧ください！

■問合せ先　市役所地域支援課コミュニティ推進係　☎ 22‐1111 内線 215

Vol.2

　「この島で、大人になっていく」をテーマに制作　「この島で、大人になっていく」をテーマに制作
した本作品が、昨年末に行われた、鹿児島県内のした本作品が、昨年末に行われた、鹿児島県内の
自治体などが参加し地域の魅力を映像で発信する自治体などが参加し地域の魅力を映像で発信する

「KKB ふるさと CM・動画大賞 2025」において、「KKB ふるさと CM・動画大賞 2025」において、
動画部門グランプリを受賞しました。動画部門グランプリを受賞しました。
　実際に種子島へ移住した 15 歳の少女を主人公　実際に種子島へ移住した 15 歳の少女を主人公
に、島での暮らしや人との関わりを通して、少しずに、島での暮らしや人との関わりを通して、少しず
つ心が動き、成長していく姿を描いています。つ心が動き、成長していく姿を描いています。
　青い海や豊かな自然といった風景の美しさだけ　青い海や豊かな自然といった風景の美しさだけ
でなく、人のあたたかさといった、この島ならででなく、人のあたたかさといった、この島ならで
はの魅力にも焦点を当てました。制作にあたってはの魅力にも焦点を当てました。制作にあたって
は協力隊員や市民の方にご協力いただき、また企は協力隊員や市民の方にご協力いただき、また企
画段階から市総務課の野平さん、渡邊さんにお力画段階から市総務課の野平さん、渡邊さんにお力
添えいただいたおかげで完成した作品となります。添えいただいたおかげで完成した作品となります。
この場を借りて改めて感謝申し上げます。この受賞この場を借りて改めて感謝申し上げます。この受賞
を励みに、今後も西之表市の魅力を丁寧に発信してを励みに、今後も西之表市の魅力を丁寧に発信して
いきます。いきます。

橋口敏朗　観光 PR 担当橋口敏朗　観光 PR 担当

◆令和８年度永年勤続表彰◆
　本年度で勤続 10 年となる行政連絡員へ、市政発展と住民福祉
の向上への多大なる貢献に感謝し、４月 23 日（木）に開催した、

「令和８年度行政連絡員総会」において表彰しました。
【行政連絡員】　※敬称略
　・濱田　雅昭（西町町内会）　・今鞍　隆志（鴨女町町内会）
　・西　統一（美浜町町内会）　・山下　かおり（二本松自治会）

◆西之表市住み続けたい地域づくり推進協議会◆
　４月 23 日（木）、市民会館 301 会議室において、令和
８年度西之表市住み続けたい地域づくり推進協議会（会長：
塩﨑義政）を開催しました。 
　本協議会は、本市における人口減少・高齢化社会の課題
解決に取り組み、地域におけるそれぞれの特色を活かした
自立的で持続可能な住みよい地域づくりを推進することを
目的としており、区長会、地域おこし協力隊、集落支援員
で構成され、地域ワークショップの開催やキッチンカー

「kitchen もよーて」の運営などに取り組んでいます。
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№ 280

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

　
全
11
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
講
座
を
受
け
る
目
的
は
十
人
十
色
で
す
。
教
養
を
高
め
る
、
趣
味
や
特
技
を
つ

く
る
、
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
の
た
め
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
で
講
座
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】
６
月
５
日
（
金
）

【
申
込
方
法
】
電
話
、メ
ー
ル
、G
o
o
g
l
e
フ
ォ
ー
ム
（
左
の
Q
R
コ
ー
ド
）、

社
会
教
育
課
窓
口
（
市
役
所
４
階
）

※
お
申
し
込
み
の
際
は
、①
希
望
講
座
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番
号・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
度
西
之
表
市
生
涯
学
習
市
民
講
座
の
受
講
生
募
集
！

　
高
齢
者
が
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
と
健
康
を
高
め
よ
う
と
す
る
意
欲
に
対
し

て
機
会
の
提
供
を
行
い
、
併
せ
て
学
生
相
互
の
親
睦
融
和
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
寿
大
学
を
開
講
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

【
募
集
対
象
】
市
内
に
住
む
60
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

【
申
込
方
法
】
電
話
、
社
会
教
育
課
窓
口
（
市
役
所
４
階
）

【
年
会
費
】
１
５
０
０
円

※
詳
細
は
社
会
教
育
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

寿
大
学
生
募
集
！

自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

▲
自
立
支
援
協
議
会

▲
自
立
支
援
協
議
会

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
就
労
移
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
も
の
が

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？
就
労
移
行
支
援
と

は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
定
め
ら
れ
た
サ
ー

ビ
ス
の
ひ
と
つ
で
す
。
一
般
企
業
等
へ
の
就
労

を
希
望
さ
れ
る
方
に
、
一
定
期
間
就
労
に
必
要

な
知
識
及
び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓

練
を
行
い
ま
す
。

◎
ど
の
よ
う
な
人
が
就
労
移
行
を
利
用
で
き
る

の
か
？

　
・
精
神
障
害
・
発
達
障
害
・
知
的
障
害
・

　
　
身
体
障
害
・
難
病
の
あ
る
方

　
・
18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　
・
一
般
企
業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
方

◎
ど
の
よ
う
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
か
？

　
地
域
に
構
え
る
就
労
移
行
支
援
事
業
所
を
訪

れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
原
則
は
２
年
間
の
期
間
に

な
り
ま
す
。
生
活
習
慣
を
整
え
て
、
は
た
ら
く

体
力
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
す
。
作
業
内
容
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
就
労
移
行
支
援
事
業
所
で
異
な
り

ま
す
。
は
た
ら
く
こ
と
で
自
信
を
つ
け
て
い
た

だ
き
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

就
労
移
行
支
援
と
は

多
機
能
型
事
業
所レイ

ン
ボ
ー
赤
尾
木

　
レ
イ
ン
ボ
ー
赤
尾
木
は
、
社
会
福
祉
法
人

豊
山
会
に
属
す
る
通
所
施
設
に
な
り
、
平
成

23
年
に
開
園
し
ま
し
た
。
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
サ
ー
ビ
ス
と
就
労
移
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
出
来
ま
す
。
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、
次
の
21
名
に
な
り
ま
す
。

　
主
な
活
動
内
容
は
、
①
電
照
菊
の
栽
培　

②
木
炭
の
製
造　
③
農
作
物
の
生
産　
④
運

動
会
な
ど
地
域
の
行
事
へ
参
加
、
法
人
企
画

の
行
事
へ
の
参
加
、
旅
行
（
２
年
に
１
回
）。

　
我
々
レ
イ
ン
ボ
ー
赤
尾
木
は
「
寄
り
添
う

こ
と
」、「
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
」
の
考
え
を

大
切
に
し
て
お
り
、
利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に

和
気
あ
い
あ
い
と
作
業
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
島
内
に
は
就
労
系
事
業
所
が
ほ
か
９
か
所

あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

文
責
：
レ
イ
ン
ボ
ー
赤
尾
木
副
園
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤　
裕
昭

住　
所
：
西
之
表
市
現
和
８
４
５
５
‐
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
９
７
‐
２
４
‐
０
８
８
８

就
職　
　
　
　
　
　
　
１
名

施
設
外
実
習　
　
　
　
１
名

就
労
移
行
支
援
利
用　
５
名

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型　
14
名

▲申込みはこちらから▲申込みはこちらから

【
受
講
料
】
１
講
座
に
つ
き
１
０
０
０
円
（
※
別
途
、

材
料
費
等
の
負
担
あ
り
）

※
詳
細
は
５
月
11
日
に
全
戸
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　
西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　
☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
０
６

　
鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　
☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意

《
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
》

●
契
約
内
容
や
料
金
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
で
き
な
い
ま
ま
契
約
し
て
し

ま
っ
た
結
果
、
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

●
事
業
者
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
料
金
は
異
な
る
た
め
、
必
ず
複
数
社

か
ら
見
積
も
り
を
取
り
、
事
業
者
の
選
定
は
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
料
金
や
説
明
に
納
得
で
き
な
い
場
合
は
、
き
っ
ぱ
り
と
契
約
を
断
り
ま

し
ょ
う
。

●
作
業
当
日
に
追
加
の
契
約
を
勧
誘
さ
れ
て
も
そ
の
場
で
決
め
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
作
業
時
は
な
る
べ
く
家
族
な
ど
に
同
席

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

●
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、ク
ー
リ
ン
グ・

オ
フ
等
が
適
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
困
っ
た
と

き
は
早
め
に
西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）。

【参考】見守り新鮮情報   第 539 号 (2026 年 4 月 23 日 ) 発行：独立行政法人国民生活センター　　　イラスト：黒崎 玄

　
〈
事
例
〉
電
話
で
換
気
扇
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
５
千
円
）
の
勧
誘
が
あ
り
、

依
頼
し
た
。
翌
日
、
換
気
扇
を
掃
除
し
て
も
ら
っ
た
際
、
換
気
扇
フ
ー
ド
を

風
呂
場
で
洗
わ
せ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
の

で
業
者
を
風
呂
場
に
案
内
し
た
ら
、
カ
ビ
臭

い
と
言
わ
れ
、
風
呂
場
と
洗
面
所
、
ト
イ
レ

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
勧
め
ら
れ
、
相
場
が
わ

か
ら
な
い
ま
ま
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。
２

日
間
の
作
業
だ
っ
た
が
、
内
容
も
よ
く
わ
か

ら
ず
、
約
60
万
円
と
高
額
な
の
で
換
気
扇
以

外
の
契
約
を
解
約
し
た
い
。（
60
歳
代
）

　

知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

■
問
合
せ
先　

■
問
合
せ
先　

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　
☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　
市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

在職老齢年金制度の改正について
在職老齢年金制度とは在職老齢年金制度とは

年金の減額年金の減額を意識せず、より多くの収入多くの収入を得られるように
なります！

年金が減額になる基準額（賃金と老齢厚生年金の合計）
が変わります！令和８年４月から制度改正

51 万円 / 月 65 万円 / 月UP

賃金月 46 万円、老齢厚生年金の受給額が月 10 万円の場合のイメージ賃金月 46 万円、老齢厚生年金の受給額が月 10 万円の場合のイメージ例例

65 万を超えても、実際に
支給される年金額と賃金
の合計額はなだらかに増
加する仕組みであり、手取
り収入が減少することは
ありません。

　働きながら年金を受給する高齢者について、一定額以上の報酬のある方は年金制度を支
える側に回っていただくという考え方に基づき、年金の支給額を調整する仕組みです。
●調整の対象となるのは「老齢厚生年金」のみです。「老齢基礎年金」は減額されません。
●支給停止される額の計算は月額単位で行います。
●基準額を超過した場合に調整（支給停止）されるのは年金です（給与に影響はありません）。
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宇宙科学技術館　☎ 26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより ★★★★
★★

★★
★★ ★★ ★★

★★
★★

★★ ★★
★★

（
記
事
の
内
容
は
４
月
30
日
現
在
）

H
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
（
30
形
態

試
験
機
）
の
打
ち
上
げ
に
つ
い
て

　
宇
宙
ヶ
丘
に
あ
る
ロ
ケ
ッ
ト
追
尾

局
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
宇
宙
ヶ
丘
局
）

で
は
、
６
月
28
日(

日)

に
一
般
公

開
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
宇
宙
ヶ
丘
局
は
、
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ

ト
50
号
機
の
打
上
げ
を
も
っ
て
運
用

を
終
了
し
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り

打
上
げ
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

様
へ
の
感
謝
を
込
め
、
施
設
撤
去
前

に
局
内
を
ご
見
学
い
た
だ
け
る
機
会

を
設
け
ま
し
た
。

　
詳
細
は
決
定
次
第
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
宇
宙
ヶ

丘
局
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

※
打
上
げ
・
試
験
作
業
等
に
よ
り
、
日

程
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

宇
宙
ヶ
丘
局
一
般
公
開

イ
ベ
ン
ト
開
催
案
内

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　西之表市の令和７年度高齢者等実態調査では、「半年前に比べて固いものが食べにくく
なったか」に該当する方は 30.4％、「お茶や汁物などでむせることがあるか」に該当する方
は 20.6％という結果が出ています。
　最近の別の調査では、ものを十分にかめる人とかめない人とでは、栄養摂取や筋力、骨密
度などに大きな差があることがわかってきました。また、歯がないと発声や容姿にも影響し、積極的に
人に会う機会が減ることで心の健康を損ねることもあります。
　また、高齢期は呼吸機能が低下しやすく、病気への抵抗力が低いために、インフルエンザや肺炎にな
りやすいです。特に高齢者に多い誤嚥性肺炎（口の中の細菌やウイルスが、唾液や飲食物などと一緒に
誤って気道に入って起こる肺炎）の予防のためにも口腔ケアが重要になります。

　「口腔ケア」で全身の健康を守りましょう

　

ロ
ケ
ッ
ト
性
能
確
認
用
ペ
イ

ロ
ー
ド
（
Ｖ
Ｅ
Ｐ
―
５
）
を
搭
載

し
た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
（
30

形
態
試
験
機
）
は
、
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場

か
ら
次
の
と
お
り
打
上
げ
予
定
で

す
（
時
刻
は
日
本
標
準
時
）。

●
打
上
げ
予
定
日
時

　
６
月
10
日
（
水
）

　
　
午
前
９
時
53
分
59
秒
～

午
前
11
時
52
分
46
秒

●
打
上
げ
予
備
期
間

　
６
月
11
日
（
木
）
～

６
月
30
日
（
火
）

　
６
号
機
で
は
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
30

形
態
の
飛
行
実
証
を
行
う
と
と
も

に
、
小
型
副
衛
星
６
基
に
対
し
て

軌
道
投
入
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

 

今
回
の
打
上
げ
に
際
し
て
は
、

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
の
打
上
げ

失
敗
を
踏
ま
え
、
打
上
げ
ま
で
に

衛
星
搭
載
ア
ダ
プ
タ
（
Ｐ
Ｓ
Ｓ
）

の
健
全
性
を
含
め
た
機
体
の
最
終

的
な
評
価
・
点
検
を
行
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
原
因
究
明
の
評
価

を
裏
付
け
、今
後
の
後
続
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
確
実
性
を
増
す
た
め
の
飛
行

デ
ー
タ
を
追
加
取
得
し
ま
す
。

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
の
打
上
げ

失
敗
に
関
す
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

　

対
応
状
況
に
つ
い

て
ま
と
め
た
ペ
ー
ジ

は
下
の
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
い
た
だ

け
ま
す
。

パパパパパパパパ

　＜口腔ケアのポイント＞
●口の中を清潔、健康に
・食後は必ず歯磨きをしましょう。
・歯間ブラシや洗口剤など口腔ケアグッズを活用しま
しょう。
・不都合が出る前に定期的に歯科健
診を受けましょう。
●口の機能を維持して誤嚥を防ぐ
・「口腔体操」などで口の周りの筋肉
を鍛えましょう。

・口を大きく開け１０秒キープ
して閉じる
※顔まっすぐに。声は出さない。

・舌をしっかり前に出してすば
やく引っこめる
※３秒×３回を１セットとし、
３セット行う

・「パ・タ・カ・ラ」をそれぞれ
計８回、できるだけ速く大きな
声で発音する

⑰ 市政の窓2026. ６月号



▲市ホームページ
はこちら

市長の主な動静（令和８年４月）
　市ホームページもご覧ください。

４月 活　動　内　容
４日（土）平和の園保育園 入園式
７日（火）西之表市「種子島しおさい留学」歓迎会
８日（水）種子島高等学校 入学式
９日（木）榕城小学校 入学式

種子島中学校 入学式
11 日（土）めいろうこども園 入園式
15 日（水）長浜曳山まつり
16 日（木）鹿児島県市町村社会基盤整備推進協議会

戸籍の窓

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
3
月
受
付
分
）

  
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
～
5
月
10
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
保
護
者
名
）

（
住
所
）

大
田　
朔さ
く
や也

男
力
・
由
季
乃

岳
之
田

古
田　
琉り
ゅ
う
ま真

男
隆
博
・
絵
理
香
塰
泊

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
～
5
月
10
日
受
付
分
）

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

榎
本　
マ
サ
子

98

池
野

山
田　
テ
ル

95

軍
塲

上
村　
マ
サ
子

90

野
首

後
庵　
キ
ワ

93

洲
之
崎

池
村　
節
子

100

西
町

𠮷
内　
美
知
子

93

池
之
久
保

尾
野　
正

90

美
浜
町

山
下　
節
子

93

浜
之
町

中
村　
重
雄

80

武
部

田
中　
清
美

75

美
浜
町

松
田　
和
子

79

た
ち
ば
な
園

落
合　
文
雄

93

寺
之
門

荒
河　
さ
え
子

76

湊

（
寄
附
者
名
）
（
住
所
）（
故
人
名
）

牧
瀬　
幸
雄

深
川

牧
瀬　
フ
ジ
ヱ

久
木
山　
博
範
塰
泊

久
木
山　
ミ
ヨ
子

村
永　
和
幸

枦
之
峯
村
永　
豊
子

西之表市　市長の動静

16 日（木）全国治水砂防協会鹿児島支部懇談会
鹿児島県消防協会熊毛支部総会

17 日（金）県市長会第１回定例会

20 日（月）
西之表市野菜価格安定生産協議会総会
鹿児島県産業資源循環協会熊毛支部通常総会
西之表市商工会青年部通常総会

25 日（土）西之表市消防団幹部会
27 日（月）西之表市母子保健推進員会総会

婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　　

令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
け
を
提
出

令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
け
を
提
出

し
、
条
件
を
満
た
し
た
夫
婦
に
対
し
て

し
、
条
件
を
満
た
し
た
夫
婦
に
対
し
て
1010
万
円
万
円
のの

結
婚
祝
金

結
婚
祝
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
市
役
所
地

を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
市
役
所
地

域
支
援
課
（
内
線
２
１
４
）
ま

域
支
援
課
（
内
線
２
１
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※市政の窓掲載記事以外の主な市長の
　動静を掲載しています。

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て

ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い

ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
本
ペ
ー
ジ
の
住
所
欄
に
つ
い
て
は
、
届
出

の
あ
っ
た
住
所
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

吉
元　
ツ
ヨ

96

塰
泊

上
妻　
隆
之

68

深
川

古
田　
セ
イ
子

91

沖
ヶ
浜
田

中
村　
孝
子

75

松
畠

⑱市政の窓 2026. ６月号



文

 

芸
 

に
し
の
お
も
て

満
開
の
ギ
ン
ギ
ア
ナ
ム
の
白
と
赤
漂
う
香
り
に
酔
わ
さ
れ
て
い
る

五
月
雨
あ
び
て
竹
の
子
す
く
す
く
と
あ
じ
さ
い
咲
き
て
夏
は
す
ぐ
そ
こ

暗
が
り
の
杉
山
行
け
ば
吾
が
客
の
茶
畑
あ
り
て
新
芽
か
が
や
く

冬
に
咲
く
古
田
の
桜
は
川
沿
い
の
う
す
桃
色
に
日
ざ
し
を
浴
び
て

湯
の
中
に
双
葉
の
如
き
形
し
て
今
年
の
新
茶
が
じ
ん
わ
り
開
く

夜
が
明
け
る
そ
っ
と
抜
け
出
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
清
々
し
き
や
心
も
体
も

島
を
去
る
教
師
見
送
る
生
徒
ら
は
肩
を
組
み
つ
つ
校
歌
う
た
え
り

闇
の
中
光
輝
く
馬
毛
の
島
変
わ
り
行ゆ

く
の
か
ネ
オ
ン
の
島
に

君
は
今
会
い
た
さ
見
た
さ
を
我
慢
し
て
燃
え
る
想
い
を
明
日
へ
花
咲
く

五
月
晴
れ
緑
の
風
に
こ
い
の
ぼ
り
川
を
は
さ
ん
で
屋
根
よ
り
高
く

袋
掛
け
あ
ざ
笑
う
が
に
鳴
く
カ
ラ
ス
今
年
も
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
枇
杷
の
実

来
年
も
花
見
で
き
る
か
問
う
母
に
黙
し
て
食
ら
う
弁
当
の
味

山
ざ
く
ら
散
り
の
こ
り
い
て
う
す
色
に
く
れ
な
い
ふ
く
む
葉
の
色
の
よ
さ

も
う
履
か
ぬ
磯
タ
ビ
捨
て
る
に
捨
て
き
れ
ぬ
釣
り
好
き
だ
っ
た
亡
夫
顕た

ち
来
て

大
陸
は
見
え
ず
馬
毛
島
霞
み
け
り

ク
ラ
ス
替
え
心
の
準
備
必
要
だ

桜
が
丘
・
岩
坪
　
純
子

東
町
・
鎌
田
　
宗
信

天
神
町
・
川
﨑
　
正
子

武
部
・
河
東
　
鏡
自

古
田
中
之
町
・
栗
﨑
　
和
子

中
種
子
町
野
間
・
砂
坂
　
香
織

小
牧
・
田
上
　
容
正

美
浜
町
・
中
川
　
リ
ン
子

宮
崎
市
・
長
友
　
幸
憲

柳
原
・
中
野
　
多
輝
子

東
町
・
日
髙
　
房
子

愛
媛
県
松
山
市
・
正
岡
　
孝

本
立
・
吉
永
　
タ
ツ
子

中
野
・
𠮷
原
　
三
保
子

中
野
・
和
田
　
肇

（
が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ま
き
）

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
連
絡
先
は
裏

面
に
記
載
）
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡

先
を
明
記
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人

一
点
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　0 件
うち建物　0 件

［救　急］
出動件数　52 件
うち急病　31 件

４月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発 生 件 数　   １件
死 者　   ０人
負 傷 者　   １人

５月 10 日現在
（R ８年累計）

交交通事故通事故（人身事故）
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,419 3,646 7,065 3,953
上西 212 236 448 263
下西 1,134 978 2,112 1,265
国上 435 441 876 532
伊関 161 180 341 209
安納 163 167 330 191
現和 495 501 996 617
安城 123 116 239 143
立山 43 38 81 52
中割 31 25 56 41
古田 152 179 331 188
住吉 378 408 786 475

［校区別］

［人口］
全体 13,661 人（+95）
男性 6,746 人（+60）
女性 6,915 人（+35）

［世帯数］
7,929 世帯（+82）

（　）内の数字は前月比

４月末現在
人人口・世帯口・世帯

６月 当番スタンド
７日 ㈱グローバルシンク

（旧和人組）（上石寺）
14 日 ㈱有馬石油店（西町）

21 日 ㈱三栄石油商会（天神町）
28 日 種子島石油㈱（鴨女町）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告

青果状況【４月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 1,233 208 1,803 310
葉茎菜
　　類 1,114 87 3,009 408
果菜類 716 221 1,279 347
その他 3,748 943 1,884 551
小 計 6,811 1,459 7,975 1,616

果
物
類

か ん 　
き つ 類 537 56 977 72
果瓜類 0 0 0 0
その他 57 67 266 59
小 計 594 123 1,243 131

鳥 卵・　　
加 工 品 等 110 54 552 234

花　類 15,740
本 546 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
18 トン

8 トン
（44％）

10 トン
（56％）

取引額
416 万円

218 万円
（52％）

198 万円
（48％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。

《６月の休み》
３日・７日・10 日・14 日・17 日
・21 日・24 日・28 日

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

⑲ 市政の窓2026. ６月号
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広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

19
Ｐ
か
ら
続
く

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

鹿児島県西之表市現和3305-2

TEL0997-25-0079 FAX0997-25-1101日昇製糖工場
にっ しょう

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

こだわりの味 お
土
産
に

お
土
産
に

お
土
産
に

お気軽にお問合せください。

募集中!!
●残業なし
●通勤手当あり
●週休3日制（水・土・日、祝日）

株式会社  南  星
鹿児島県西之表市西之表 9593-3

TEL : 0997-23-2838
FAX : 0997-23-2055

車検・新車中古車販売・板金・レンタカー

整備士・検査員


